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〈
解
題
〉

『
三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
』（
以
下
『
五
十
年
史
稿
』）
は
、
三
井
鉱
山
が
三
池
炭
鉱

社
の
設
立
か
ら
五
十
年
目
に
あ
た
る
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
に
、
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
社
史
の
編
纂
を
決
定
、
各
事
業
所
が
編
集
に
と
り
か
っ
た
も
の
の
、
戦

時
体
制
下
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
、
稿
本
の
段
階
で
事
業
が
終
了
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
田
川
鉱
業
所
、
本
洞
鉱
業
所
、
山
野
鉱
業
所
、
三
池
製
作
所
、
三
池
製

錬
所
、
三
池
鉱
業
所
の
各
沿
革
史
は
昭
和
十
七
年
ま
で
に
上
梓
さ
れ
た
。
こ
の
経
緯

に
関
し
て
は
、
田
中
直
樹
に
よ
る
既
報（

１
）に

詳
細
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

『
五
十
年
史
稿
』
は
全
二
十
巻
か
ら
な
り
、
手
書
き
の
ガ
リ
版
刷
り
藁
半
紙
を
半
折

し
た
も
の
を
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
製
本
と
し
て
い
る
。
印
刷
物
で
は
あ
る
も
の
の
、
管
見

で
は
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
以
外
に
所
蔵
を
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
『
五

十
年
史
稿
』
を
タ
イ
ピ
ン
グ
し
四
分
冊
に
ま
と
め
た
『
三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
抜
粋
』

が
三
井
金
属
礦
業
株
式
会
社
修
史
委
員
会
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
奥
付
に
出
版

年
の
記
載
が
な
く
、
か
つ
管
見
で
は
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
以
外
に
所
蔵
を
確
認
で

き
な
い
。
表
題
に
「
抜
粋
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
文
中
の
一
部
図
表
や
、『
五
十
年
史

稿
』
で
は
巻
末
に
添
付
さ
れ
て
い
る
附
属
図
表
が
割
愛
さ
れ
て
い
る
。

『
五
十
年
史
稿
』
は
「
鉱
業
史
研
究
の
バ
イ
ブ
ル（

２
）」

と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述

の
よ
う
に
所
蔵
機
関
が
限
ら
れ
、
か
つ
、
史
料
の
管
理
・
保
護
の
関
係
上
、
相
互
貸

借
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
な
い
こ
と
も
あ
り
、
少
な
く
と
も
筆
者
の
専
門
で
あ
る
建

築
史
の
分
野
で
は
、
こ
れ
を
基
礎
資
料
と
し
た
研
究
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
筆

者
は
、
こ
れ
ま
で
に
社
宅
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
鉱
山
実
習
報
文
の
目
録
を
報
告（

３
）

し
、
主
に
実
習
報
文
を
基
礎
資
料
と
し
た
論
考
を
ま
と
め
た
『
社
宅
街
―
企
業
が

育
ん
だ
住
宅
地（

４
）』

を
共
同
で
著
し
、
以
後
、
同
書
に
所
載
で
き
な
か
っ
た
炭
鉱
の
社

宅
街
に
つ
い
て
も
研
究
を
重
ね
て
き
た（

５
）。

し
か
し
な
が
ら
、
実
習
報
文
を
も
凌
駕
す

る
社
宅
に
関
す
る
第
一
級
の
史
料
群
と
の
邂
逅
は
、
自
身
の
史
料
探
査
の
闕
如
に
慚

愧
の
至
り
で
あ
る
。

三
井
系
企
業
の
炭
鉱
社
宅
街
研
究
に
取
り
掛
か
る
に
あ
た
り
、『
五
十
年
史
稿
』
の

社
宅
関
連
の
記
述
を
翻
刻
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
、
本
誌
の
紙
幅
を
借
り
て
、
手

始
め
に
「
職
員
社
宅
」
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
鉱
夫
（
労
働
者
）
社

【
資
料
紹
介
】『
三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿　

巻
十
八
』
よ
り　
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宅
は
、「
巻
十
六　

第
十
編　

労
務
」
に
福
利
厚
生
施
設
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
前
述
し
た
各
鉱
業
所
の
沿
革
史
で
も
、「
職
員
」
の
中
に
職
員
社
宅
の
、

「
労
務
」
中
に
労
働
者
社
宅
の
記
述
や
附
図
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め

て
翻
刻
の
上
、
紹
介
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

『
五
十
年
史
稿
』
は
手
書
き
の
ガ
リ
版
刷
り
で
あ
る
た
め
、
イ
ン
ク
の
乗
り
が
悪
く

判
読
不
明
な
文
字
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
誤
字
脱
字
も
多
い
が
、
翻
刻
の
際
は
、

そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

「
第
一
節　

概
説
」
で
は
、
三
池
、
田
川
、
山
野
の
各
鉱
山
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、

神
岡
（
岐
阜
）、
川
上
（
樺
太
）、
串
木
野
（
鹿
児
島
）、
砂
川
（
北
海
道
）、
内
川
（
樺

太
）、
基
隆
（
台
湾
）、
太
平
洋
釧
路
（
北
海
道
）
の
各
鉱
業
所
の
概
要
を
表
記
す
る
。

田
川
に
関
し
て
は
、「
社
宅
増
築
の
経
過
は
左
の
如
く
で
あ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る

が
、
肝
心
の
経
過
を
示
し
た
表
が
欠
落
し
て
い
る
。

「
第
二
節　

社
宅
管
理
の
変
遷
」
で
は
、
職
員
社
宅
と
い
え
ど
も
供
給
に
苦
心
し
て

い
た
様
子
が
窺
え
る
。
特
に
三
池
で
は
明
治
時
代
は
冒
頭
の
概
説
で
も
書
か
れ
る
よ

う
に
供
給
す
べ
き
社
宅
が
不
足
し
、
市
中
の
一
般
住
宅
を
借
家
し
て
い
た
。
大
正
七

年
一
〇
月
以
降
の
三
年
半
の
間
は
、
社
宅
は
無
料
で
貸
与
さ
れ
た
が
、
第
一
次
世
界

大
戦
後
の
不
況
の
煽
り
を
受
け
、
再
び
社
宅
料
を
徴
収
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
社
宅

料
は
綿
密
な
計
算
式
を
規
定
し
、
順
次
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
昭
和
初
期
の
恐

慌
期
に
は
市
中
の
借
家
の
家
賃
が
低
廉
化
し
社
宅
料
よ
り
も
安
価
と
な
り
、
結
果
と

し
て
空
き
社
宅
が
生
ず
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
本
末
転
倒
に
対
し
、
社
は
社
宅
料
の

更
な
る
緩
和
に
踏
み
切
っ
た
。

「
第
三
節　

構
造
設
備
の
変
遷
」
で
は
、
明
治
時
代
は
神
岡
、
三
池
、
山
野
、
田
川

の
社
宅
の
仕
様
を
詳
述
す
る
。

大
正
時
代
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
中
流
階
級
の
住
宅
ブ
ー
ム
が
社
宅
に
も
影
響

を
与
え
た
様
子
を
記
述
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
大
正
十
二
年
七
月
に
実
施
さ

れ
た
社
内
役
員
社
宅
コ
ン
ペ
で
あ
る
。
日
本
で
最
初
の
住
宅
コ
ン
ペ
は
一
九
一
六
年

に
雑
誌
『
住
宅
』
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
改
良
中
流
住
宅
の
設
計
」
で
あ
り
、
社
宅
に

関
し
て
は
、
一
九
一
八
年
に
工
業
教
育
会
が
主
催
し
た
「
理
想
的
職
工
社
宅
」
懸
賞

設
計
で
あ
る（

６
）。

管
見
で
は
、
職
員
社
宅
コ
ン
ペ
の
嚆
矢
と
し
て
位
置
づ
け
う
る
。
こ

の
懸
賞
社
宅
設
計
に
つ
い
て
は
、
募
集
の
主
旨
の
み
を
記
し
て
い
る
が
、
三
井
文
庫

所
蔵
史
料
中
に
募
集
か
ら
当
選
入
賞
者
の
発
表
ま
で
の
一
連
の
文
書
お
よ
び
図
面
を

確
認
し
た
。
世
相
を
反
映
し
て
か
、「
普
通
社
宅
」
の
み
な
ら
ず
、「
社
宅
町
」
と
「
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
式
社
宅
」
が
募
集
さ
れ
た
。
同
年
八
月
に
各
事
業
所
に
募
集
が
通
達

さ
れ
た
が
、
翌
月
の
関
東
大
震
災
が
影
響
し
て
か
、
応
募
数
が
低
調
に
終
わ
り
、
翌

年
三
月
、
再
度
募
集
し
、
八
月
に
締
め
切
っ
た
。
応
募
総
数
は
六
事
業
所
か
ら
三
〇

名
、
二
二
九
案
で
あ
っ
た
。
三
池
鉱
業
所
か
ら
の
応
募
数
が
最
も
多
い
。
内
訳
は
、

普
通
社
宅
は
Ａ
〜
Ｆ
級
の
六
種
に
計
二
百
十
五
案
で
、
社
宅
町
四
案
、
ア
パ
ー
ト
メ

ン
ト
式
社
宅
一
〇
案
で
あ
っ
た
。「
普
通
社
宅
」
は
各
級
に
一
等
入
選
者
が
い
た
が
、

「
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
式
社
宅
」
と
「
社
宅
町
」
は
三
等
入
選
者
が
そ
れ
ぞ
れ
二
名
に
留

ま
っ
た
。
図
１
は
Ａ
級
一
等
当
選
案
、
図
２
は
Ｂ
級
一
等
当
選
案
の
設
計
図
面
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
懸
賞
社
宅
設
計
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
よ
り
詳
細
な
報
告
を
予
定

し
て
い
る
。

昭
和
時
代
に
は
、
再
度
懸
賞
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
募
集
要
項
か
ら
、

そ
の
結
果
ま
で
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
先
の
大
正
時
代
の
コ
ン
ペ
は
役
員
社
宅
だ

け
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
昭
和
の
コ
ン
ペ
で
は
、
役
員
社
宅
と
労
働
者
社
宅
の
両
方

を
募
集
し
た
。
こ
こ
に
示
し
て
い
る
「
社
宅
の
種
類
」
は
あ
く
ま
で
役
員
社
宅
の
も

の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
巻
十
六　

第
十
編　

労
務　

第
四
項　

住
居
管
理
」
に
は
、

こ
の
コ
ン
ペ
に
関
す
る
記
述
は
一
切
な
い
。
な
お
、
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
る
『
懸
賞
住



― 183 ―

宅
設
計
図
集
』
は
、
事
業
所
備
付
け
五
冊
、
個
人
用
百
十
二
冊
の
計
百
十
七
冊
が
頒

布
さ
れ
た
が
、
三
井
文
庫
を
は
じ
め
、
三
井
鉱
山
関
連
会
社
に
所
蔵
を
確
認
で
き
な

く
、
先
日
、
古
書
店
で
の
在
庫
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
確
認
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
入
手
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
当
図
集
に
つ
い
て
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
ご
一
報
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

巻
末
に
添
付
の
付
属
図
表
は
三
十
三
枚
の
職
員
社
宅
間
取
図
で
、
内
訳
は
砂
川
十

枚
、
芦
別
一
枚
、
神
岡
十
二
枚
、
田
川
五
枚
、
山
野
四
枚
、
三
池
一
枚
で
あ
る
。
砂

川
と
芦
別
に
は
寒
冷
地
住
宅
を
特
徴
付
け
る
も
の
と
し
て
「
ペ
チ
カ
」
を
確
認
で
き

る
（
図
３
）。
ま
た
、
三
池
は
間
取
の
沿
革
を
種
別
、
年
代
順
に
一
覧
表
と
し
て
ま
と

め
て
い
る
（
図
４
）。

注
（
1
）		

田
中
直
樹
「
筑
豊
石
炭
礦
業
史
研
究
文
献
資
料
目
録
・
抄
─
そ
の
三
─
」（『
エ
ネ
ル

ギ
ー
史
研
究
ノ
ー
ト
』
第
二
号
、
一
九
七
三
年
、
西
日
本
文
化
協
会
、
二
二
〜
二
七
頁
）。

（
2
）		

『
九
州
石
炭
礦
業
史
目
録　

第
一
集
』（
一
九
七
〇
年
、
西
日
本
文
化
協
会
）
三
頁
。

（
3
）		

池
上
重
康
ほ
か
「
旧
帝
国
大
学
採
鉱
・
冶
金
学
科
「
実
習
報
文
」
一
覧
（
一
八
七
九

年
〜
一
九
五
〇
年
）」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
二
十
二
号
、
二
〇
〇
七
年
、
九
州
大

学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
、
二
一
〜
二
九
頁
）
な
ど
。

（
4
）		

社
宅
研
究
会
『
社
宅
街
─
企
業
が
育
ん
だ
住
宅
地
』（
二
〇
〇
九
年
、
学
芸
出
版
社
）。

（
5
）		

池
上
ほ
か
「
大
正
・
昭
和
初
期
の
高
島
炭
坑
端
島
坑
社
宅
街
の
変
遷
」『
日
本
建
築
学

会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
Ｆ
２
』、
二
〇
九
〇
年
、
一
五
九
〜
一
六
〇
頁
）、
池
上
ほ
か

「
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
撫
順
炭
礦
千
金
寨
新
市
街
の
形
成
」（『
日
本
建
築
学
会
大
会
学

術
講
演
梗
概
集
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

建
築
歴
史
・
意
匠
』、
二
〇
一
二
年
、
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
）、

池
上
「
崎
戸
炭
鉱
の
社
宅
街
に
つ
い
て
」（『
西
海
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
集　

西

海
市
炭
鉱
遺
構
等
調
査
報
告
書
』
第
三
章
第
四
節
、
二
〇
一
五
年
、
西
海
市
教
育
委
員

会
、
七
六
〜
九
〇
頁
）
な
ど
。

（
6
）		

平
井
直
樹
、
池
上
ほ
か
二
名
「
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
職
工
社
宅
改
善

の
試
み
―
宇
野
利
右
衛
門
の
著
述
に
基
づ
く
労
働
者
居
住
施
設
の
歴
史
的
考
察　

そ

の
２
―
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』、
第
七
八
巻
、
第
六
九
二
号
、
二
〇
一

三
年
、
二
二
二
三
〜
二
二
三
二
頁
）。
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三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
　
巻
十
八

第
十
三
編　

職
員

第
五
章　

社
宅
施
設

第
一
節　

概
説

三
池　
　
　
　

官
業
（
鉱
山
局
）
時
代
に
は
官
舎
な
く
、
引
継
当
時
は
僅
か
に
局
長
官
舎
が

一
棟
あ
つ
た
の
み
で
あ
る
。「
局
長
さ
ん
の
一
軒
以
外
に
は
造
ら
ぬ
の
だ
か
ら
、
皆
百
姓
家
を

借
り
て
ゐ
た
。
仕
方
が
な
い
か
ら
諸
国
屋
と
い
ふ
宿
屋
の
一
間
し
か
な
い
二
階
を
借
り
て
子

供
と
三
人
で
住
ん
だ
が
、
流
行
病
が
年
中
絶
え
な
い
。
赤
痢
で
す
。
こ
れ
は
迚
も
い
か
ぬ
。

死
ん
で
し
ま
ふ
か
ら
家
を
造
ら
う
…
…
…
。
請
負
に
頼
む
と
畳
建
具
付
坪
八
円
で
出
来
る
と

い
ふ
。
そ
れ
な
ら
金
時
計
一
つ
捨
て
れ
ば
い
ゝ
、
安
い
も
の
だ
と
思
つ
て
建
て
た
。
二
百
四

十
円
で
出
来
ま
し
た
。」
團
氏
が
住
人
だ
こ
の
家
は
、
今
三
池
の
社
宅
と
し
て
山
ノ
上
倶
楽
部

の
近
く
に
存
し
て
ゐ
る
。

引
継
後
、
三
池
で
は
必
要
に
応
じ
、
現
場
係
員
の
分
か
ら
順
次
社
宅
を
建
て
る
事
と
し
た

が
、
明
治
三
十
年
末
に
至
つ
て
な
ほ
五
棟
を
算
す
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。

「
明
治
二
十
八
年
三
池
へ
赴
任
し
た
が
社
宅
が
な
い
。
五
月
橋
の
傍
の
十
五
庵
と
い
ふ
宿
屋

に
泊
り
、
毎
晩
提
灯
つ
け
て
七
浦
発
電
所
へ
通
つ
た
。
そ
の
後
七
浦
構
外
の
線
路
際
に　

二

軒
建
の
藁
葺
社
宅
が
出
来
て
引
越
し
た
。
隣
り
は
奥
園
賢
二
さ
ん
で
し
た
…
…
…
」
村
川
豊

三
郎
氏
談

そ
ら
が
四
十
年
末
に
は
四
十
三
棟
と
な
り
、
大
正
の
好
況
時
代
に
激
増
を
見
、
昭
和
十
四

年
末
に
は
六
百
七
十
八
棟
に
達
し
た
。
大
牟
田
の
町
形
は
三
井
の
社
宅
を
著
し
く
変
形
し
た

程
で
あ
る
。
し
か
も
、
田
川
山
野
等
の
如
く
全
職
員
を
収
容
す
る
程
度
に
は
至
ら
ず
、
市
内

貸
家
の
払
底
と
相
俟
つ
て
、
社
宅
増
設
は
刻
下
の
急
務
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
資
材
の
欠
乏
は

容
易
に
こ
の
解
決
を
許
さ
な
い
現
状
に
あ
る
。

田
川　
　
　
　

明
治
三
十
三
年
、
田
川
採
炭
組
譲
受
当
時
の
職
員
数
は
百
四
十
二
人
、
然
る

に
社
宅
は
僅
か
に
三
十
棟
五
十
三
戸
に
過
ぎ
ず
、
下
級
職
員
は
や
む
な
く
附
近
の
農
家
に
間

借
し
、
単
身
者
は
下
宿
し
て
通
勤
す
る
状
態
で
あ
つ
た
。
以
来
事
業
の
発
展
に
伴
ひ
、
逐
次

社
宅
の
増
築
、
買
収
に
努
め
、
最
近
は
殆
ん
ど
職
員
の
全
部
を
収
容
し
得
る
に
至
つ
た
。
社

宅
増
築
の
経
過
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

山
野　
　
　
　

明
治
三
十
一
年
九
月
、
事
務
長
社
宅
が
新
築
さ
れ
た
が
、
当
時
□
人
の
職
員

は
殆
ん
ど
村
方
に
借
家
し
て
ゐ
た
。

「
当
鉱
ノ
如
キ
辺
辟
ノ
鉱
山
ニ
於
テ
ハ
村
方
借
家
モ
家
賃
騰
貴
シ
居
ル
タ
メ
役
員
中
薄
給
独

身
者
数
人
ヲ
合
宿
セ
シ
ム
ル
事
ハ
最
モ
必
要
且
附
近
炭
山
ノ
振
合
モ
ア
リ
明
治
三
十
三
年
一

月
九
日
建
坪
三
六
坪
五
、
坪
当
リ
金
二
十
八
円
ノ
予
算
ヲ
以
テ
建
築
方
ヲ
申
請
シ
タ
ル
モ
不

認
可
ト
ナ
リ
タ
リ
」
島
田
純
一
氏
日
記
抄

其
後
社
宅
ノ
建
設
に
伴
ひ
借
家
を
引
払
ひ
入
居
せ
し
て
、
合
宿
所
の
建
設
拡
大
と
相
俟
つ

て
、
近
来
は
職
員
の
大
部
分
が
社
宅
に
住
む
や
う
に
な
つ
た
。

〈
翻
刻
〉

凡
例

　

文
中
、
判
読
不
明
文
字
は
□
で
表
し
た
。

　

旧
字
は
原
則
、
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
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山
野
鉱
業
所
社
宅
建
設
調

年
度

本
坑
社
宅

鴨
生
社
宅

漆
生
社
宅

五
坑
社
宅

計

職
員
数

棟 

数

戸 
数

棟 

数

戸 

数

棟 

数

戸 

数

棟 

数

戸 

数

棟 

数

戸 

数

明
治
三
一
　

二

　

八

　
　

九

〃　

三
五

一
二

三
三

　

四
八

〃　

四
〇

一
七

四
三

　

一

　

四

　

一
八
　

四
七
　

五
八

〃　

四
五

一
八

四
四

　

八
　

二
三
　

六

一
七

　

三
二
　

八
四
　

八
七

大
正　

五

一
七

四
〇

一
三
　

三
三
　

七

一
九

　

三
七
　

九
二
一
一
五

〃　

一
〇

二
〇

四
三

二
六
　

五
四

一
一

二
五

　

六

一
七
　

六
三
一
三
九
二
六
一

〃　

一
五

二
〇

四
〇

三
二
　

六
六

一
八

四
四

　

八

一
六
　

七
八
一
六
六
二
三
七

昭
和　

五

二
〇

四
〇

三
三
　

六
六

二
二

四
三

　

七

一
五
　

八
二
一
六
四
二
一
七

〃　

一
〇

四
四
　

八
九

二
〇

四
二

　

七

一
六
　

七
一
一
四
七
一
七
八

〃　

一
四

七
一

一
三
五

二
三

四
三

一
一

二
一

一
〇
五
一
九
九
二
八
七

其
他
各
山　
　
　

神
岡
は
三
井
組
時
代
か
ら
の
「
役
宅
」
が
相
当
に
引
継
が
れ
た
筈
で
、
そ

の
後
の
建
設
状
況
は
、
雪
国
の
特
色
あ
る
設
備
と
共
に
興
味
あ
る
も
の
と
思
ふ
が
、
遺
憾
な

が
ら
資
料
に
乏
し
く
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他
の
諸
山
は
比
較
的
近
代
の
発
達
で
、
特
色
も
少

な
い
か
ら
左
に
一
括
表
示
す
る
の
み
と
し
た
。

�

年
度

事
業
所

大
正　

五

〃　

一
〇

〃　

一
五

昭
和　

五

〃　

一
〇

〃　

一
四

職
員
数

社
宅

戸
数

職
員
数

社
宅

戸
数

職
員
数

社
宅

戸
数

職
員
数

社
宅

戸
数

職
員
数

社
宅

戸
数

職
員
数

社
宅

戸
数

川
上
鉱
業
所

一
四

一
二
　

七
一

五
〇
　

五
七　

七
一　

八
〇　

六
八　

五
九　

六
八　

八
六　

七
〇

串
木
野
鉱
業
所

六
四

五
四
　

六
四

五
七
　

六
〇　

五
二　

六
三　

五
七　

七
九　

五
七
一
一
四　

八
三

砂
川
鉱
業
所

　

七

二
二

一
〇
一

八
五

一
五
四

不
明

一
九
三

不
明

一
八
二
一
七
四
三
五
一
二
五
七

内
川
鉱
業
所

─

─

─

─

─

─

─

─
　

二
〇　
　

四　

二
四　

一
一

基
隆
社
基
隆
鉱
業
所

─

─

─

─

一
四
七
一
五
一　

七
七
一
一
一　

八
七
一
〇
九　

七
九　

九
八

太
平
洋
社
釧
路
鉱
業
所

─

─
　

九
四

五
六
　

六
七　

六
八　

九
七　

六
八
一
〇
二　

七
四
二
五
三
一
五
一

第
二
節　

社
宅
管
理
の
変
遷

第
一
項　

社
宅
料

三
池
で
は
明
治
二
十
二
年
十
月
「
役
宅
貸
渡
規
則
」
を
制
定
し
た
が
、
翌
年
十
月
こ
れ
を

改
正
し
、
そ
の
中
で
「
家
屋
原
価
ノ
七
分
ヲ
標
準
ト
シ
テ
役
宅
料
ヲ
査
定
」「
但
事
務
上
ノ
必

要
ニ
依
リ
住
居
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
無
料
」
と
定
め
た
。
し
か
し
当
時
三
池
に
は
社
宅
が
殆
ん

ど
な
か
つ
た
か
ら
、
実
際
の
適
用
範
囲
は
言
ふ
に
足
ら
ぬ
も
の
で
あ
つ
た
。

神
岡
は
三
井
組
時
代
の
明
治
二
十
一
年
十
一
月
、「
役
宅
貸
与
規
則
」
を
改
正
（
制
定
は
十
九

年
）、「
新
築
費
用
悉
皆
ヲ
原
価
ト
シ
、
此
百
分
ノ
八
ヲ
十
二
等
分
シ
其
一
を
月
々
ノ
借
宅
料

ト
シ
テ
出
収
科
ヘ
納
メ
シ
ム
ベ
シ
」「
原
価
ハ
三
年
毎
ニ
評
価
ヲ
更
正
シ
テ
社
宅
料
ヲ
増
減
」

等
を
定
め
て
ゐ
る
。

明
治
三
十
年
四
月
、
三
井
鉱
山
合
名
会
社
と
し
て
の
「
社
宅
貸
与
規
則
」
が
出
来
た
。

第
一
条　

事
務
上
ノ
必
要
ニ
応
ジ
特
ニ
指
定
ノ
場
所
ニ
住
居
ヲ
命
ズ
ル
者
ニ
ハ
無
料
ニ
テ

社
宅
ヲ
貸
与
ス
モ
ノ
ト
ス

第
二
条　

前
条
規
定
外
ノ
事
務
員
嘱
託
員
ニ
モ
時
宜
ニ
依
リ
社
宅
ヲ
貸
渡
ス
コ
ト
ア
ル
ベ

シ
前
項
ニ
依
リ
貸
渡
ス
社
宅
ハ
時
々
定
ム
ル
所
ノ
割
合
ニ
従
ヒ
借
家
料
ヲ
徴
収
ス

各
事
業
所
で
は
、
右
に
基
き
各
地
の
事
情
に
応
ず
る
内
規
を
制
定
実
施
し
た
。
即
ち
神
岡

は
「
役
宅
貸
与
仮
規
定
」（
明
治
三
一
、
二
）
を
以
て
一
等
社
宅
二
銭
以
下
五
等
社
宅
一
銭
迄

の
定
率
に
、
建
家
坪
数
と
畳
数
を
加
へ
た
得
点
数
を
乗
じ
て
社
宅
料
を
算
出
す
る
事
を
定
め
、

鉱
山
の
都
合
上
社
宅
外
に
居
住
せ
し
む
る
場
合
、
半
額
以
上
全
額
迄
の
間
で
家
賃
を
補
給
す

る
事
を
も
規
定
し
た
が
、
無
料
貸
与
の
件
に
は
何
等
触
れ
て
ゐ
な
い
。
三
池
で
は
「
家
賃
給

与
標
準
」（
明
治
三
三
、
九
）
に
於
て
、
従
来
社
宅
不
足
の
た
め
市
中
に
借
家
す
る
者
に
対

し
、
社
費
で
家
賃
を
支
弁
し
た
た
め
、
自
然
身
分
不
相
応
の
家
に
住
む
傾
向
と
な
つ
た
の
を

抑
制
す
る
手
段
と
し
て
、
以
後
月
給
の
一
割
以
内
に
制
限
す
る
事
と
し
て
ゐ
る
。
田
川
で
は

「
社
宅
貸
与
内
規
」（
明
治
三
四
、
一
）
を
以
て
、
特
に
指
定
個
所
に
住
居
せ
し
む
る
場
合
は
、

無
料
で
社
宅
を
「
貸
渡
ス
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
」
と
し
、
其
他
は
す
べ
て
一
等
社
宅
一
ヶ
月
三
円
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五
十
銭
以
下
五
等
社
宅
三
十
銭
迄
の
間
に
於
て
、
社
宅
料
を
徴
収
す
る
事
と
し
た
。

か
ゝ
る
内
規
は
、
時
々
改
正
さ
れ
る
社
規
を
準
用
し
、
各
地
方
の
事
情
を
参
酌
し
て
定
め

ら
れ
た
が
、
久
し
く
社
規
の
改
正
を
見
ぬ
場
合
で
も
、
内
規
は
事
業
所
限
り
で
屢
々
改
め
ら

れ
た
。
こ
れ
を
一
々
記
述
す
る
事
は
不
可
能
な
の
で
、
以
下
主
と
し
て
社
規
の
変
遷
の
み
を

窺
ふ
こ
と
と
す
る
。

１
．
社
宅
無
料
貸
与　
　
　

大
正
七
年
十
月
、
戦
時
手
当
の
一
部
と
し
て
、
月
給
百
円
以
内

の
も
の
に
一
割
、
百
円
以
上
に
十
円
迄
住
宅
料
を
補
給
す
る
事
と
な
つ
た
（
従
来
三
池
其
他

で
実
施
さ
れ
来
つ
た
家
賃
の
補
給
は
、
こ
れ
と
同
時
に
廃
止
）、
一
方
社
宅
居
住
者
に
も
、
右

と
権
衡
上
か
ら
社
宅
料
を
免
除
す
る
事
と
な
り
、
爾
来
約
三
年
半
の
間
社
宅
は
無
料
で
貸
与

さ
れ
た
。

２
．
有
料
時
代
に
還
る　
　

大
正
十
一
年
五
月
「
社
宅
貸
渡
規
則
」
が
改
正
さ
れ
た
。
第
四

条
に
「
社
宅
料
及
地
方
税
其
他
ノ
公
課
負
担
ニ
就
テ
ハ
別
ニ
定
ム
ル
所
ニ
依
ル
」
と
あ
り
、

「
各
事
業
所
社
宅
料
内
規
」
が
こ
れ
に
基
い
て
制
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

大
正
九
年
の
財
界
恐
慌
以
来
緊
縮
方
針
が
逐
次
恐
慌
さ
れ
、
遂
に
社
宅
料
に
も
反
映
し
て
、

再
び
有
料
時
代
に
戻
つ
た
の
で
あ
る
。

社
宅
料
の
算
定
は
、
公
平
さ
を
期
す
る
た
め
甚
だ
綿
密
に
規
定
さ
れ
た
。

1

建
物
等
級

建
物
ノ
優
劣
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
…
…
Ｆ
Ｇ
ニ
ヨ
リ
点
数
ヲ
異
ニ
ス

2

建
坪
点
数

同

3

戸
別
係
数

一
戸
建
ヲ
一
点
ト
ス
二
戸
建
三
戸
建
等
ニ
従
ヒ
減
率
ス

4

畳
数
点
数

建
物
ノ
優
劣
ニ
ヨ
リ
一
枚
当
リ
点
数
ヲ
異
ニ
ス

5

敷
地
点
数

敷
地
ノ
広
狭
ニ
ヨ
リ
一
坪
当
リ
点
数
ヲ
異
ニ
ス

6

条
件
参
酌

位
置
、
衛
生
、
付
属
建
物
設
備
等
ノ
良
否
参
酌
二
割
以
内
割
引
ス
ル
ヲ
得

7

貸

率

各
事
業
所
別
ニ
之
ヲ
定
ム

	

点
数
は
例
へ
ば
左
の
如
く
、

敷地点数

五
〇
坪
迄

一
坪
ニ
付

〇
、五
点

二
〇
〇
坪
ヲ
超
ユ
ル
坪
数

〃

二
、〇
点

一
〇
〇
坪
ヲ
超
ヱ
二
〇
〇
坪
迄

〃

一
、五
点

五
〇
坪
ヲ
超
ヱ
一
〇
〇
坪
迄

〃

一
、〇
点

	

以
上
に
よ
り
社
宅
料
を
算
出
す
る
に
は

（
１
）
建
物
等
級
別
点
数
×
建
坪
数
×
戸
別
係
数
＝
建
坪
点
数

（
２
）
建
物
畳
数
点
数
×
畳
数
＝
畳
数
点
数

（
３
）
敷
地
坪
当
点
数
×
敷
地
総
坪
数
＝
敷
地
点
数

（
４
）
賃
率
×
〔｛（
１
） ＋ （
２
） ＋ （
３
）｝ × （
１－

参
酌
率
） ＝
社
宅
料

		


賃
率
は
左
の
如
く
で
あ
つ
た
。

一
ヶ
月
一
点
ニ
付
賃
率

山
野

三
厘
五
毛

三
池

五
厘

神
岡

三
厘

田
川

四
厘
五
毛

砂
川

二
厘
五
毛

串
木
野

四
厘

川
上

一
厘
五
毛

「
条
件
参
酌
」
は
、
同
一
事
業
所
内
で
も
市
町
村
を
異
に
す
る
社
宅
あ
る
こ
と
、
な
ほ
三
池
、

田
川
の
如
き
が
あ
り
、
戸
数
割
賦
課
率
な
ど
甚
し
い
懸
隔
も
あ
る
の
で
、
そ
の
後
同
年
十
一

月
、
各
事
業
所
社
宅
料
内
規
中
、
条
件
参
酌
の
項
を
改
正
し
、
こ
れ
に
戸
数
割
を
加
へ
、
な

ほ
参
酌
割
引
率
を
三
割
迄
引
上
げ
た
。
そ
の
準
用
例
と
し
て
三
池
の
分
を
挙
げ
る
と

社
宅

居
住

者
給

料
従

来
ノ

料
金

内
規

ニ
ヨ

ル
場

合
秘

書
通

牒
ニ

ヨ
ル

場
合

三
池

決
定

ニ
ヨ

ル
料

金
Ａ

275円
14円

77
35円

40
43円

48
39円

11
Ｂ

270　
14　

21
32　

40
41　

78
37　

70
Ｃ

250　
18　

81
30　

 0
55　

30
34　

12
Ｄ

219　
 8　

61
21　

90
25　

31
23　

45
Ｅ

203　
 9　

94
20　

30
29　

22
24　

43
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か
ゝ
る
料
金
の
引
上
に
反
し
、
当
時
の
不
況
は
一
般
的
に
貸
家
料
の
値
下
と
な
り
、
三
池

の
社
宅
か
ら
市
中
の
借
家
に
移
る
も
の
も
の
が
続
出
、
昭
和
七
年
三
月
に
は
四
十
余
戸
の
空

社
宅
を
生
ず
る
に
至
つ
た
。
そ
こ
で
三
池
所
長
協
議
会
で
は
、
対
策
と
し
て
社
宅
料
の
最
高

限
度
を
、
昭
和
五
年
十
月
改
正
内
規
の
本
文
「
月
給
二
五
〇
円
以
上
月
給
百
分
の
十
二

…
…
…
」
の
範
囲
に
止
む
る
事
と
し
て
本
店
の
承
認
を
得
、
社
宅
料
は
相
当
緩
和
さ
る
ゝ
事

と
な
つ
た
。

昭
和
九
年
六
月
、
社
宅
料
金
算
定
方
法
は
更
に
改
正
さ
れ
、
建
物
の
良
否
及
び
居
住
者
の

給
料
双
方
を
標
準
と
し
、
両
者
の
産
出
合
計
を
料
金
と
す
る
こ
と
ゝ
し
た
。
こ
の
結
果
料
金

は
従
来
の
約
半
額
に
低
下
し
た
が
、
こ
れ
は
当
時
か
ら
漸
く
軟
化
し
来
つ
た
財
界
の
景
観
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
改
正
の
内
容
は
現
行
内
規
で
あ
る
か
ら
記
述
を
省
略
す
る
。

第
二
項　

管
理
実
務

田
川　
　
　

明
治
三
十
四
年
一
月
、
社
宅
貸
与
内
規
を
定
め
、
畳
表
一
ヶ
年
、
障
子
襖
風
呂

五
ヶ
年
を
保
存
期
間
と
し
、
期
間
内
の
破
損
は
自
弁
修
理
、
一
切
の
公
課
を
も
負
担
の
事
と

し
た
。

同
年
八
月
、
職
員
社
宅
に
各
部
落
別
の
名
称
を
附
し
、
月
番
制
度
を
布
く
。
月
番
は
書
く

社
宅
毎
の
居
住
者
看
輪
番
で
当
り
、
公
共
上
の
修
繕
、
衛
生
に
留
意
、
事
務
所
と
の
連
絡
に

任
ず
る
外
、
社
宅
毎
の
吉
凶
慶
弔
申
合
を
主
宰
し
た
。

大
正
十
一
年
六
月
、
本
店
制
定
の
「
各
事
業
所
社
宅
料
内
規
」
に
よ
り
、
畳
表
替
襖
張
替

は
最
初
の
一
面
の
み
社
費
。
以
後
は
居
住
者
の
負
担
と
改
め
、
地
税
及
び
其
附
加
税
以
外
の

公
課
を
負
担
せ
し
む
る
事
と
し
た
。

同
年
十
月
、
従
来
の
社
宅
等
級
（
一
等
よ
り
五
等
）
を
撤
廃
し
、
以
後
は
身
分
に
よ
ら
ず

業
務
の
関
係
、
家
族
の
多
寡
等
を
参
酌
し
て
貸
与
す
る
事
と
な
る
。

大
正
十
四
年
七
月
、「
月
番
」
を
廃
し
「
級
長
」
を
置
く
。
級
長
は
任
期
一
ヶ
年
、
組
内
居

住
者
の
互
選
と
し
、
任
務
は
月
番
と
大
同
小
異
で
あ
つ
た
。

昭
和
十
三
年
十
二
月
、
新
築
社
宅
か
ら
始
め
て
、
各
社
宅
に
庭
樹
及
び
庭
石
一
戸
当
り
六

〇
円
程
度
の
も
の
を
、
家
付
と
し
て
入
れ
る
事
と
し
た
。
従
来
社
宅
替
の
際
、
自
己
所
有
の

植
木
類
を
根
こ
そ
ぎ
移
植
し
て
し
ま
ふ
の
で
、
跡
は
見
る
影
も
な
く
荒
廃
し
て
し
ま
ふ
、
こ

れ
を
防
ぐ
た
め
の
施
設
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
十
二
月
、
組
長
互
選
を
廃
し
、
翌
年
一
月
か
ら
庶
務
課
長
の
手
許
で
適
任
者

を
選
任
す
る
事
と
し
た
。
同
時
に
級
長
の
相
談
役
と
し
て
、
各
方
面
に
代
表
者
（
区
長
に
相

当
）
を
置
く
事
と
な
り
、
五
名
の
選
任
を
見
た
の
で
あ
る
。

三
池　
　
　

三
池
で
は
こ
の
五
十
年
間
、
社
宅
不
足
に
終
始
し
て
ゐ
る
、
し
か
し
、
最
初
は

社
宅
建
設
の
趣
旨
が
、
事
業
上
の
必
要
者
（
主
と
し
て
技
術
者
）
を
現
場
附
近
に
置
く
に
あ

つ
た
の
で
、
一
般
職
員
と
し
て
別
に
不
平
は
な
か
つ
た
。
模
様
で
あ
る
。
然
る
に
追
々
学
校

卒
業
の
事
務
者
も
増
加
し
、
技
術
者
と
は
初
任
級
か
ら
し
て
懸
隔
が
あ
る
上
に
、
社
宅
は
貰

へ
ぬ
と
い
ふ
不
満
を
訴
ふ
る
に
至
つ
た
。
そ
こ
へ
社
宅
も
漸
次
増
加
し
た
の
で
、
入
舎
の
標

準
に
於
て
事
業
上
必
要
不
必
要
の
限
界
が
怪
し
く
な
り
か
け
た
。
更
に
最
近
借
家
が
著
し
く

払
底
し
、
例
へ
ば
月
給
は
百
円
の
係
員
が
丙
号
社
宅
に
入
つ
た
場
合
の
社
宅
料
は
約
六
円
で

あ
る
が
、
こ
の
程
度
の
家
を
市
内
で
借
る
と
二
十
五
円
を
下
ら
な
い
。
そ
こ
で
社
宅
を
要
望

す
る
声
が
昂
ま
り
、
こ
の
対
策
が
甚
必
要
と
な
つ
た
。
こ
れ
が
た
め
昭
和
十
二
年
八
月
、
次

の
標
準
を
定
め
て
極
力
公
平
を
期
す
る
事
と
し
た
。
こ
れ
が
田
川
山
野
等
と
趣
を
異
に
す
る

点
で
あ
る
。

社
宅
入
居
標
準　

三
池
全
事
業
所
（
昭
和
一
二
、
八
、
一
）

入
居
資
格
者

特
甲
社
宅
管
事
、
管
事
補
ニ
シ
テ
事
務
長
技
師
以
上
ノ
モ
ノ

甲
号
社
宅
管
事
補
ニ
シ
テ
事
務
長
、
技
師
長
ニ
非
ザ
ル
者

参
事
ニ
シ
テ
課
長
（
補
佐
及
事
務
長
技
師
長
ヲ
モ
含
ム
）
タ
ル
者

準
甲
号
社
宅

参
事
ニ
シ
テ
課
長
ニ
非
ザ
ル
者

乙
号
社
宅
参
事
補

丙
号
社
宅
書
記
、
技
手
月
給
百
円
以
上
ノ
者

丁
号
社
宅
書
記
、
技
手
月
給
百
円
以
下
ノ
者　

雇
員

入
居
順
位

自
宅
所
有
居
住
者
ニ
ハ
社
宅
ヲ
貸
与
セ
ズ

各
資
格
者
間
ニ
於
テ
ハ
み
入
居
者
ヲ
先
ニ
、
未
入
居
者
間
ニ
於
テ
ハ
給
料
順

入
居
者
ニ
シ
テ
下
位
社
宅
ヘ
入
居
ス
ル
者
ハ
最
下
位
社
宅
入
居
者
ヨ
リ
先
ニ
ス

禁
則

資
格
該
当
ノ
社
宅
ヨ
リ
優
位
ノ
社
宅
ニ
ハ
統
制
上
絶
対
ニ
入
居
セ
シ
メ
ザ
ル
事
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な
ほ
、
三
池
の
職
員
社
宅
は
、
鉱
業
所
々
属
が
大
部
分
で
、
其
他
造
務
所
、
染
料
、
製
錬

等
の
所
属
も
あ
る
が
、
統
制
上
鉱
業
所
で
管
理
を
担
当
し
て
ゐ
る
。

社
宅
の
等
級
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
所
区
々
の
名
称
が
あ
る
が
、
多
く
は
一
等
社
宅
乃
至

四
等
或
は
五
等
社
宅
ま
で
に
分
ち
、
最
近
の
建
設
に
か
ゝ
る
も
の
は
甲
号
乃
至
丁
号
に
区
分

さ
れ
て
ゐ
る
。
今
川
上
の
例
に
よ
る
と
、
同
所
で
は
当
初
等
級
を
等
外
、
一
等
、
二
等
、
三

等
及
び
四
等
の
五
種
と
し
た
が
、
昭
和
に
入
り
四
等
社
宅
を
改
造
し
て
二
戸
建
と
し
た
も
の

が
あ
り
、
従
来
の
三
等
社
宅
と
区
別
す
る
た
め
改
造
三
等
社
宅
と
呼
ん
だ
。
更
に
社
宅
管
理

の
便
宜
上
、
等
級
別
に
通
シ
番
号
を
附
し
た
の
で
、
例
え
ば
三
等
社
宅
六
号
（
略
し
て
三
等

六
号
）
と
い
ふ
が
如
く
、
戸
数
調
査
に
も
至
便
と
な
つ
た
。
昭
和
十
四
年
か
ら
は
、
新
に
建

設
の
社
宅
は
甲
乙
丙
の
番
号
等
級
に
区
別
す
る
事
と
な
り
、
一
二
三
四
各
等
社
宅
と
甲
乙
丙

各
号
社
宅
の
二
大
種
別
が
生
じ
た
が
、
同
年
現
在
で
は
乙
号
の
み
建
て
ら
れ
、
甲
丙
両
号
は

未
建
設
で
あ
る
。
な
ほ
将
来
は
旧
来
の
等
級
を
も
、
す
べ
て
甲
乙
丙
の
各
等
級
に
改
め
る
予

定
と
な
つ
て
ゐ
る
。

そ
の
他
の
事
業
所
で
も
、
大
体
は
以
上
の
例
と
大
同
小
異
で
あ
る
。

第
三
節　

構
造
設
備
の
変
遷

第
一
項　

明
治
時
代

神
岡　
　

神
岡
は
資
料
に
乏
し
く
、
殊
に
明
治
四
十
年
以
前
の
状
況
は
殆
ど
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
大
体
に
於
て
、
特
有
の
雪
害
を
予
防
す
る
必
要
上
、
敷
地
と
し
て
は
山
間
地
形
の
利

用
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
為
め
に
家
屋
の
構
造
の
如
き
、
一
様
で
は
な
か
つ
た
。
明
治
四
十
二

年
八
月
、
旧
社
宅
を
改
造
し
た
丙
号
三
戸
建
の
一
棟
を
見
る
に
、
木
造
板
葺
の
平
家
造
で
、

各
戸
八
畳
、
四
畳
（
以
上
押
入
付
）、
二
畳
の
玄
関
と
台
所
が
あ
る
。
端
の
一
戸
に
接
し
て
湯

殿
と
便
所
を
設
け
、
こ
れ
を
共
同
用
と
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
の
社
宅
は
、
何
れ
も
縁
側
の
外

に
萱
（
又
は
粗
朶
）
を
編
ん
だ
も
の
を
吊
り
、
防
寒
防
雪
用
と
し
、
こ
れ
を
「
萱
垂
れ
」
と

呼
ん
だ
。

三
井
組
時
代
の
「
役
宅
貸
与
規
則
」（
明
治
二
一
、
一
一
）
に
「
雪
囲
ハ
住
居
人
ノ
自
費
、
雪

卸
シ
ハ
組
員
ヲ
以
テ
支
弁
ス
ベ
シ
」
と
し
た
、
そ
の
「
雪
囲
」
で
あ
る
。

三
池　
　

明
治
二
十
二
年
八
月
、
團
事
務
長
か
ら
「
三
池
鉱
山
従
事
ノ
役
員
居
宅
建
設
ノ
件

ニ
付
」
と
し
て
、
委
員
（
益
田
西
村
両
氏
）
へ
伺
出
て
ゐ
る
。
右
に
よ
れ
ば
、
将
来
必
要
に

応
じ
建
設
す
べ
き
社
宅
は
、
一
等
家
屋
（
事
務
員
用
）
を
建
坪
五
十
坪
以
内
と
し
、
仕
様
は

「
座
敷
廻
り
…
…
上
等
杉
材
ヲ
用
ヒ
敷
居
鴨
居
等
ハ
松
材
ヲ
用
フ
天
井
ハ
椴
材
椽
ハ
杉
材
ヲ
用

ヒ
テ
張
ル
総
テ
用
材
ハ
節
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
撰
用
ス
又
床
間
違
棚
等
ハ
中
等
ノ
木
材
ヲ
以
テ
装
置

シ
鴨
居
ノ
上
部
ハ
総
テ
塗
壁
ト
ス
畳
建
具
等
中
等
品
ヲ
用
フ
但
シ
座
敷
廻
リ
ノ
建
坪
数
ハ
総

坪
数
ノ
半
数
ヲ
超
過
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス　

台
所
廻
…
…
総
テ
並
ノ
木
材
ヲ
用
ヒ
畳
建
具
等
之

ニ
準
ズ
」
こ
の
建
築
費
一
坪
当
リ
十
八
円
と
あ
る
。
二
等
家
屋
は
四
十
坪
を
最
大
限
と
し
、

総
て
並
材
を
用
ひ
て
、
違
棚
等
は
設
け
な
い
。
建
築
費
坪
当
り
十
五
円
以
内
で
あ
つ
た
。

然
る
に
三
十
年
五
月
、
島
田
事
務
長
よ
り
社
長
宛
の
申
請
書
で
は
、
当
時
既
に
一
戸
建
社
宅

は
坪
当
り
平
均
三
十
二
円
九
十
銭
五
厘
、
二
戸
建
に
於
て
は
二
十
九
円
五
銭
七
厘
に
騰
貴
し

て
ゐ
る
。

山
野　
　

創
業
当
時
は
採
光
排
水
の
考
慮
や
将
来
の
計
画
な
ど
別
に
な
く
、
社
宅
の
方
位
個
々

不
定
、
建
坪
数
も
極
め
て
切
詰
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
大
部
分
は
小
頭
社
宅
で
、
二
間

或
は
三
間
、
玄
関
な
く
、
台
所
が
唯
一
の
出
入
口
で
あ
つ
た
。
基
礎
工
事
の
如
き
も
簡
単
な

玉
石
地
形
で
、
壁
は
真
壁
白
漆
喰
塗
と
し
、
外
部
は
焼
板
下
見
板
張
、
屋
根
は
小
形
地
瓦
葺

（
土
地
産
）、
敷
地
外
部
に
三
尺
板
塀
を
続
ら
し
た
。
台
所
も
土
間
に
板
製
の
流
し
と
水
甕
、

煉
瓦
の
竃
を
据
へ
た
に
過
ぎ
ず
、
建
築
用
材
は
主
と
し
て
土
地
産
の
杉
材
松
材
を
用
い
た
。

田
川　
　

一
、
二
等
社
宅
の
外
は
設
備
甚
だ
不
完
全
、
即
ち
三
等
社
宅
で
四
間
（
八
、
六
、

四
半
、
二
の
各
畳
）、
四
等
で
三
間
（
六
、
四
半
、
二
）、
五
等
に
至
つ
て
は
六
、
四
半
の
二

間
、
極
端
な
の
は
一
棟
四
戸
建
六
、
二
の
二
間
し
か
な
く
、
風
呂
は
勿
論
、
給
水
栓
も
便
所

も
共
同
と
い
う
酷
い
も
の
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
玄
関
に
格
子
な
ど
は
な
く
、
外
部
か
ら
入
込

自
在
の
た
め
屢
々
盗
難
事
件
が
起
つ
た
り
し
た
。
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第
二
項　

大
正
時
代

社
宅
問
題
が
、
漸
く
熱
意
を
以
て
考
慮
さ
れ
出
し
た
の
は
、
大
正
十
年
前
後
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
未
曾
有
の
好
況
の
余
慶
も
あ
つ
た
。

山
野
で
は
、
大
正
九
年
以
後
は
二
戸
建
が
普
通
と
な
り
、
室
数
も
一
戸
四
室
程
度
以
上
、

中
に
は
夜
勤
者
の
安
眠
を
考
慮
し
た
二
課
建
も
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
等
は
殆
ん
ど
玄
関
附
で
、

南
側
に
縁
側
を
設
け
た
も
の
で
あ
つ
た
。
浴
室
は
工
手
長
以
上
の
社
宅
に
の
み
あ
り
、
下
級

社
宅
で
は
専
ら
共
同
浴
場
使
用
し
た
が
、
こ
れ
は
山
野
の
み
で
な
く
、
何
れ
の
事
業
所
で
も

昭
和
十
年
前
後
ま
で
さ
う
で
あ
つ
た
。

大
正
時
代
に
は
、
敷
地
も
漸
く
計
画
的
に
な
り
、
方
位
も
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

基
礎
工
事
の
如
き
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
形
と
し
、
台
所
な
ど
煉
瓦
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

と
す
る
等
、
相
当
に
進
歩
を
見
て
ゐ
る
。

こ
の
頃
か
ら
、
本
店
で
も
職
員
社
宅
の
改
造
に
つ
い
て
は
意
を
用
ふ
る
と
こ
ろ
あ
り
、
大

正
十
二
年
七
月
、
社
宅
設
計
案
を
社
内
で
懸
賞
募
集
し
た
が
、
募
集
の
要
旨
は
「
職
員
社
宅

と
し
て
内
容
外
観
充
実
し
、
最
も
経
済
的
且
つ
衛
生
的
」
な
設
計
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
。
こ

れ
を
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
、
田
川
の
如
き
も
大
正
十
三
年
三
月
か
ら
、
二
間
式
社
宅
に
四
畳
半

を
増
築
し
た
り
、
六
、
二
の
四
戸
建
を
二
戸
建
に
改
造
（
一
戸
六
、
六
、
二
、
二
と
な
る
）

し
た
り
、
続
い
て
雨
障
子
（
硝
子
戸
）
の
建
込
み
、
共
同
便
所
の
廃
止
、
給
水
栓
の
各
戸
引

込
等
順
次
施
工
、
更
に
明
治
時
代
か
ら
問
題
と
な
つ
て
ゐ
た
玄
関
格
子
戸
の
取
附
な
ど
も
行

は
れ
て
、
不
体
裁
な
り
し
社
宅
も
著
し
く
面
目
を
改
む
る
に
至
つ
た
。

三
池
で
は
、
大
正
十
三
年
、
敷
地
利
用
を
主
眼
と
す
る
新
式
二
階
建
社
宅
を
設
計
し
、
市

内
松
原
町
、
大
正
町
に
於
て
合
計
十
八
棟
を
建
設
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
な
好
評
を
博
し
た
。

本
店
の
企
図
す
る
社
宅
の
標
準
化
が
、
三
池
で
は
こ
れ
で
初
め
て
実
行
さ
れ
た
。

第
三
項　

昭
和
時
代

昭
和
十
一
年
、
当
社
は
社
宅
設
計
を
懸
賞
募
集
し
た
が
、
社
内
よ
り
五
十
九
名
が
六
百
十

一
枚
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
優
秀
な
六
十
二
枚
を
選
ん
で
翌
十
二
年
に
「
懸
賞
住
宅
設
計
図

集
」
を
発
行
し
て
ゐ
る
。
か
ゝ
る
募
集
は
大
正
十
二
年
に
も
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今

回
の
は
特
に
「
従
来
一
定
ノ
規
準
ナ
キ
ヲ
以
テ
新
規
申
請
セ
ラ
ル
ゝ
向
ニ
於
テ
モ
立
案
区
々

ニ
シ
テ
統
一
ヲ
欠
キ
不
便
少
カ
ラ
ズ
」「
固
ヨ
リ
住
居
ハ
各
地
方
ノ
風
土
、
気
候
又
ハ
土
地
ノ

環
境
ニ
適
応
セ
シ
ム
ベ
キ
モ
ノ
ナ
レ
バ
之
ヲ
画
一
的
ナ
ラ
シ
ム
ル
事
ハ
至
難
ナ
ル
モ
社
宅
本

来
ノ
趣
旨
ト
シ
テ
入
居
者
ノ
資
格
ニ
応
ジ
其
程
度
及
内
容
ニ
ハ
自
ラ
限
界
ヲ
設
ク
ベ
キ
モ
ノ

ト
ノ
見
地
ヨ
リ
此
際
規
準
ヲ
示
シ
テ
将
来
ノ
計
画
ニ
資
セ
ン
ト
ス
」
と
、
そ
の
趣
旨
を
明
ら

か
に
し
、
社
宅
の
種
類
及
日
設
計
上
の
注
意
を
公
表
し
て
ゐ
る
。
そ
の
要
点
は
次
の
如
く
で

あ
つ
た
。

　

社
宅
の
種
類

社
宅
種
別

様　
　

式

坪 

数
（
延
坪
）

室　
　
　

数

第
一
種
Ａ

平
家
二
戸
建

一
戸
当
り　

二
〇－

二
二

三

〃　
　

Ｂ

二
階
二
戸
建

〃　
　
　
　

二
一－

二
三

三

第
二
種
Ａ

平
家
二
戸
建

〃　
　
　
　

二
四－

二
六

四

〃　
　

Ｂ

二
階
二
戸
建

〃　
　
　
　

二
五－

二
七

四

第
三
種
Ａ

平
家
一
戸
建

〃　
　
　
　

二
八－

三
〇

五

〃　
　

Ｂ

二
階
一
戸
建

〃　
　
　
　

二
九－

三
一

五

〃　
　

Ｃ

平
家
二
戸
建

〃　
　
　
　

二
八－

三
〇

五

〃　
　

Ｄ

二
階
二
戸
建

〃　
　
　
　

二
九－

三
一

五

第
四
種
Ａ

平
家
一
戸
建

〃　
　
　
　

三
四－

三
六

六

〃　
　

Ｂ

二
階
一
戸
建

〃　
　
　
　

三
五－

三
七

六

第
五
種
Ａ

平
家
一
戸
建

〃　
　
　
　

四
一－

四
三

六
又
ハ
七

〃　
　

Ｂ

二
階
一
戸
建

〃　
　
　
　

四
二－

四
四

六
又
ハ
七

	

設
計
上
の
注
意
と
し
て
は
、
①
全
部
に
便
所
及
び
浴
室
を
設
く
②
台
所
に
近
く
物
置
場
建

設
の
余
地
を
存
す
る
事
③
寒
帯
地
方
で
は
社
宅
の
等
級
に
随
ひ
一
坪
乃
至
二
坪
二
五
の
物
置
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を
本
家
内
に
設
く
る
を
得
、
そ
の
坪
数
は
別
に
加
算
す
る
事
④
構
造
は
木
造
と
し
間
取
に
無

駄
な
き
事
⑤
室
の
配
置
は
家
族
本
位
と
し
特
に
台
所
、
浴
室
、
便
所
、
押
入
等
の
配
置
は
便

利
且
衛
生
的
な
ら
し
め
、
各
室
の
採
光
換
気
保
温
に
留
意
す
る
事　

等
で
あ
つ
た
。

以
下
は
主
な
る
各
事
業
所
の
昭
和
時
代
に
於
け
る
概
況
で
あ
る
。

三
池
は
昭
和
十
年
に
現
行
の
標
準
社
宅
（
甲
号
乃
至
丁
号
）
の
設
計
を
完
成
し
、
以
後
こ

れ
を
規
準
と
し
て
続
々
新
社
宅
が
建
て
ら
れ
て
現
在
に
及
ん
だ
。

田
川
は
、
昭
和
十
一
年
度
か
ら
共
同
風
呂
の
撤
廃
に
着
手
、
各
戸
専
用
の
風
呂
を
取
付
る

け
る
事
と
し
た
が
、
十
四
年
末
に
於
い
て
は
二
部
落
を
残
し
て
取
付
済
み
と
な
つ
て
ゐ
る
。

山
野
は
、
昭
和
に
入
つ
て
社
宅
を
標
準
化
し
、
更
に
道
路
、
排
水
等
に
も
一
定
の
規
準
を

設
け
て
施
工
す
る
に
至
つ
た
。
昭
和
九
年
以
来
の
建
築
社
宅
は
、
出
窓
を
多
く
し
、
洗
面
所

を
独
立
的
に
設
け
、
炊
事
場
に
整
理
戸
棚
を
取
付
る
な
ど
、
一
段
の
進
歩
を
見
て
ゐ
る
。
一

般
社
宅
の
共
同
風
呂
も
、
昭
和
十
年
に
は
全
く
廃
さ
れ
て
各
戸
に
設
け
ら
れ
た
。
社
宅
の
様

式
は
従
来
通
り
で
あ
つ
て
も
、
採
光
面
を
多
く
取
入
れ
た
こ
と
、
板
塀
を
区
画
立
て
ヽ
め
ぐ

ら
し
た
こ
と
、
門
を
つ
け
た
こ
と
等
に
よ
り
、
外
観
は
長
屋
風
を
脱
し
て
、
著
し
く
近
代
住

宅
的
と
な
つ
た
。
構
造
も
実
用
と
体
裁
の
調
和
に
苦
心
し
て
、
総
て
の
室
に
天
井
を
設
け
、

室
の
内
外
に
欄
間
を
附
し
、
一
般
に
家
の
高
さ
や
、
内
法
の
寸
法
を
増
し
て
来
た
。
用
材
も

大
正
時
代
か
ら
の
米
材
に
、
台
湾
材
、
南
洋
材
を
加
へ
、
屋
根
材
と
し
て
は
瓦
以
外
に
セ
メ

ン
ト
瓦
、
ス
レ
ー
ト
瓦
を
も
利
用
し
て
ゐ
る
。

北
海
道
樺
太
事
業
所
に
於
て
は
、
社
宅
必
須
の
備
品
と
し
て
ス
ト
ー
ヴ
が
あ
る
。
炊
事
用

を
兼
ね
た
採
暖
用
で
あ
る
が
、
今
代
表
的
に
川
上
に
つ
い
て
記
せ
ば
、
同
所
で
は
最
初
か
ら

石
炭
焚
用
ス
ト
ー
ヴ
を
社
給
し
た
。
俗
に
ズ
ン
ド
ウ
型
と
称
す
る
切
立
型
で
、
こ
れ
は
現
在

炊
事
専
用
と
な
つ
て
ゐ
る
。
座
敷
用
に
は
、
昭
和
二
年
、
貯
炭
筒
を
有
す
る
「
福
禄
ス
ト
ー

ヴ
」
を
採
用
し
、
今
日
ま
で
右
二
種
の
型
式
以
外
は
使
用
し
て
ゐ
な
い
。
薪
焚
ス
ト
ー
ヴ
の

如
き
は
防
火
上
の
見
地
か
ら
、
全
く
使
用
を
許
さ
ぬ
事
と
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
の
ス
ト
ー

ヴ
用
石
炭
は
、
酷
寒
に
し
て
積
雪
期
間
の
長
い
樺
太
に
あ
つ
て
は
、
米
塩
に
次
ぐ
生
活
必
需

品
で
あ
る
か
ら
、
社
宅
用
石
炭
は
最
初
か
ら
会
社
で
配
達
し
て
ゐ
る
。
そ
の
値
段
も
安
価
で
、

昭
和
十
四
年
現
在
で
は
配
達
賃
を
含
め
瓲
四
円
で
あ
る
。

第
四
節　

給
水
及
電
燈
設
備

給
水
は
各
事
業
所
□
も
特
筆
す
べ
き
も
の
が
少
い
。
こ
ゝ
に
は
そ
の
最
も
異
色
あ
る
田
川

の
例
の
み
を
掲
げ
る
。

田
川
で
は
、
創
業
当
初
井
戸
水
を
用
ひ
た
が
、
涸
渇
続
出
す
る
に
及
ん
で
本
坑
（
現
在
の

第
一
坑
）
の
炭
礦
倶
楽
部
附
近
の
高
地
へ
、
夫
婦
石
の
池
水
を
ポ
ン
プ
で
押
し
上
げ
、
こ
れ

を
タ
ン
ク
に
溜
め
て
附
近
社
宅
に
配
水
し
た
。
し
か
し
伊
田
方
面
で
は
、
社
宅
一
軒
に
一
日

一
荷
宛
の
飲
料
水
を
人
夫
に
よ
つ
て
配
給
し
、
洗
濯
や
風
呂
水
な
ど
は
、
彦
山
川
や
坑
内
水

で
間
に
合
わ
せ
と
い
ふ
不
自
由
さ
で
あ
つ
た
。
然
る
に
田
川
炭
礦
の
前
身
た
る
田
川
採
炭
坑

の
経
営
者
で
あ
つ
た
豊
州
鉄
道
社
が
、
当
時
伊
田
村
字
成
道
寺
の
彦
山
河
畔
に
揚
水
ポ
ン
プ

を
有
し
、
自
家
機
関
東マ

マ

給
水
に
使
用
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
交
渉
の
結
果
、
炭
礦
側
の
自

家
発
電
の
一
部
を
以
て
、
鉄
道
事
業
場
に
点
燈
す
る
事
と
交
換
し
て
、
同
社
か
ら
分
水
を
受

け
る
事
と
な
り
、
明
治
三
十
四
年
八
月
、
ま
づ
後
藤
寺
の
大
藪
方
面
か
ら
初
め
、
引
続
い
て

各
所
に
及
ん
だ
。
こ
の
交
換
契
約
は
三
十
五
年
に
至
り
九
州
鉄
道
に
引
継
が
れ
、
更
に
四
十

年
に
は
国
有
鉄
道
に
改
訂
契
約
と
し
て
引
継
が
れ
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。

右
改
訂
契
約
は
、
従
来
九
鉄
の
施
設
に
か
ゝ
る
右
揚
水
、
配
水
一
切
の
設
備
を
、
無
償
で

炭
礦
側
の
使
用
に
任
せ
た
も
の
で
、
爾
来
田
川
の
給
水
は
確
固
と
し
て
炭
礦
側
で
保
持
さ
れ

る
事
と
な
つ
た
。

彦
山
川
は
そ
の
源
を
遠
く
英
彦
山
に
発
し
、
彦
山
村
、
添
田
町
、
大
任
村
を
経
て
伊
田
町

を
貫
流
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
伊
田
町
成
道
寺
橋
附
近
に
設
置
し
た
井
戸
か
ら
揚
水
し
、
全
山

に
配
水
す
る
の
で
あ
る
が
、
往
時
の
清
冽
な
河
水
は
今
や
そ
の
俤
だ
に
な
く
、
特
に
上
流
に

多
く
の
炭
坑
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
水
洗
式
選
炭
を
採
用
す
る
や
う
に
な
つ
た
頃
（
昭
和
初
期
）

か
ら
は
、
一
層
水
質
が
悪
化
し
て
ゐ
る
。
故
に
河
水
の
浄
化
に
は
、
非
常
な
努
力
を
傾
注
せ

ね
ば
、
全
山
の
保
健
上
由
々
し
き
大
事
を
来
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
取
入
口
喞
筒
設
備

の
強
化
、
濾
過
池
の
拡
大
増
設
、
殺
菌
装
置
の
改
善
等
、
巨
額
の
費
用
を
投
下
し
て
、
濁
度
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の
甚
し
い
原
水
を
透
明
無
菌
の
良
水
と
し
て
配
水
す
る
。
現
在
で
は
全
く
大
都
市
の
上
水
道

に
何
等
遜
色
な
き
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
。

大
正
の
末
頃
迄
は
、
専
用
給
水
栓
を
使
用
す
る
の
は
上
級
社
宅
の
み
で
、
四
、
五
等
社
宅

（
こ
れ
が
最
多
数
）
で
は
、
二
戸
、
四
戸
、
甚
し
い
処
は
八
戸
に
対
し
た
ゞ
一
個
処
の
共
同
水

栓
を
有
す
る
の
み
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
大
正
十
三
年
頃
か
ら
順
次
改
良
さ
れ
、
現
在
で
は
少

な
く
と
も
各
戸
二
ヶ
所
以
上
の
給
水
栓
を
有
す
る
に
至
つ
た
。

　

電
燈
設
備
に
つ
い
て
は
左
の
如
く

事
業
所
創
業
当
時

電
燈
設
備

三
池

明
二
二
以
来
行
燈
又
ハ
石

油
ラ
ン
プ

明
二
七　

自
家
発
電
所
（
七
浦
）
ヲ
以

テ
十
六
燭
光
ヲ
各
社
宅
ニ
点
燈
ス

東
邦
電
力
会
社
ノ
進
出
ヲ
見

ル
ニ
至
レ
リ

田
川

明
三
三
以
来
石
油
ラ
ン
プ

使
用

明
三
四　

自
家
用
発
電
所
工
事
落
成
ニ

付
キ
点
燈

昭
六
ヨ
リ
従
量
制
併
用

山
野

明
三
一
以
来
石
油
ラ
ン
プ

使
用

明
三
四　

点
燈
開
始
十
燭
五
〇
銭
十
六

燭
六
〇
銭

昭
六
ヨ
リ
従
量
制
併
用

砂
川

大
正
初
頭
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図２　２（Ｂ）入選設計図　三池礦業所建築　谷口育任（三井文庫所蔵）

　　　上　階上・階下平面図、下　正面図、側面図
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図
３
　
芦
別
　
職
員
社
宅
平
面
図
（
三
井
文
庫
所
蔵
）



図４　職員社宅間取図沿革（三池）（三井文庫所蔵）
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